
【事例】管理職等による指導・支援 臼杵市立野津中学校

所定時間外勤務を減らすための環境整備 主な具体的取組

生徒の登校時間
～7時から8時→7時30分～
・30分短縮

朝の体温チェック
～モニター検温機導入～

・教員3人対応を1人対応
とする。

部活動指導
～２人顧問体制～

(外部顧問・校長教頭も含む)

・平日、土日も含めて、
交代で指導。

・終了時間の再考（日没
時間を根拠に設定）。

※全ての業務の見直し。
小さくても減らす前提で。

勤務時間内の環境整備
～個の業務時間確保～

・会議時間確保のため、
水曜は清掃カット。

・指導や作業の人数設定。
・電話対応の固定化。等

④共有から実践へ

③協議

①業務の調査

チェック表は管理職が作成。

教職員はカットできるかに
ついて◎○△×の記載の
み行う。

研修や職員会議
等で具体的に業
務の在り方を見
直す。

②集約・整理

・教師の役割
・優先順位
・注力すべき事
・断捨離
・取捨選択
・再構築
・整理統合
・不易と流行 等

業務改善の視点

集約したデータを管
理職が整理する。

業務改善の視点を
踏まえ管理職等で
協議しコメントを記
載する。


